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【緒言】 膜タンパク質の多くは生理的に重要な機能を持っており、特に創薬の観点から分子間相互作用解析の重要性が増してきてい

る。しかし、その取り扱いの難しさから定量的な機能解析が行われた例は少ない。本発表では、リボソームで合成されたタンパク質の

膜透過機能を担うSec系タンパク質である大腸菌由来の膜タンパク質SecYEの定量的な機能解析を目的とし、水晶発振子マイクロバラ

ンスの基板上に、膜タンパク質をより生体内に近い状態で固定化するため脂質二分子膜の再構成方法を検討し、結合因子との相互作用

解析を行った。 

【方法】基板へ膜タンパク質を含む平面脂質二分子膜を固定化するために、NeutrAvidin 固定化発振子にビオチン化脂質をアンカーと

して固定化し、その上に界面活性剤n-Dodecyl-β-D-Maltoside（DDM）に可溶化した膜タンパク質E.coli SecYEとE.coli脂質の混合

ミセルを吸着させ、最後に界面活性剤を除去して平面脂質二分子膜を作成した。基板上での膜タンパク質SecYEの活性は、ribosomeの

特異的な結合を振動数変化としてモニタリングすることで評価した（Figure. 1）。 

【結果と考察】 脂質膜の形成は、水晶発振子の振動数変化により確認した。また、脂質膜への膜タンパク質の導入については、再構

成時の振動数変化量と膜タンパク質に付与したHis-tagに対する抗体の結合が観察されたことから確認できた。膜タンパク質固定化基

板上へribosome を添加したところ、SecYE との相互作用に基づく結合挙動が見られたことから、膜タンパク質-脂質二分子膜の構築が

できたことがわかった。 

 

 

Figure. 1 A schematic illustration of immobilizations of membrane proteins with lipid membranes and observation of ribosome-binding. 
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